
 

縄文の塩 
―土器製塩の技術と展開― 

明 治 大 学 資 源 利 用 史 研 究 ク ラ ス タ ー 研 究 成 果 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム  

共 催 ： 日 本 先 史 文 化 研 究 所  

 

◆2017 年 10 月 8 日  ◆明治大学駿河台キャンパス   

グローバルフロント 1F  グローバルホール◆先着 100 名  

◆9 時 30 分受付開始  17：00 終了  ◆参加費 ・無料   

◆配布資料有  ◆一般参加も可 ・予約受付なし  

いつ 

どこで 

どのように 

製 塩 土 器 写 真 提 供 ・ 土 浦 市 上 高 津 貝 塚 ふ る さ と 歴 史 の 広 場  



縄文の塩  

―土器製塩の技術と展開－  

 日 本 列 島 に は 岩 塩 が 存 在 し な い た め 、 古 く か ら 塩 は 海 水 か ら 取 り 出 し て い ま し

た 。 日 本 の 塩 作 り の 歴 史 は 縄 文 時 代 に 始 ま る と さ れ て い ま す 。 縄 文 時 代 に は 土 器

を 用 い た 土 器 製 塩 が お こ な わ れ て い た と 考 え ら れ て い ま す が 、 具 体 的 な 方 法 に つ

い て は ほ と ん ど わ か っ て い ま せ ん 。  

明 治 大 学 資 源 利 用 史 研 究 ク ラ ス タ ー で は 、 こ れ ら の 問 題 に つ い て 取 り 組 み 、 考

古 学 的 な 分 析 と と も に 製 塩 実 験 、 微 小 生 物 遺 存 体 の 同 定 や 土 器 胎 土 分 析 な ど か ら

縄 文 の 製 塩 技 術 に つ い て 検 討 し て き ま し た 。 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で は こ れ ら の 成

果 に つ い て 紹 介 す る と と も に 、 関 東 地 方 の 内 部 に お け る 製 塩 活 動 の 多 様 性 に つ い

て も 議 論 し た い と 思 い ま す 。 ふ る っ て ご 参 加 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  程  

0 9： 3 0  受 付 開 始  

0 9： 5 5  開 会 あ い さ つ  

1 0： 0 0  発 表 1   縄 文 時 代 土 器 製 塩 研 究 の 展 開 と 課 題  

高 橋 満 （ 福 島 県 立 博 物 館 ）  

1 0： 4 0  発 表 2  「 霞 ヶ 浦 沿 岸 地 域 の 状 況 」  

亀 井 翼 （ 上 高 津 貝 塚 ふ る さ と 歴 史 の 広 場 ）  

1 1： 2 0  発 表 3  「 奥 東 京 湾 東 岸 の 製 塩 土 器 の 分 布 ・ 立 地 と 製 塩 活 動 」  

須 賀 博 子 （ 松 戸 市 教 育 委 員 会 ）  

1 2： 0 0  昼 休 み  

1 3： 0 0  発 表 ４  「 奥 東 京 湾 お よ び 内 陸 部 に お け る 土 器 製 塩 」  

宮 内 慶 介 （ 飯 能 市 教 育 委 員 会 ）  

1 3： 4 0  発 表 5  「 胎 土 分 析 か ら み た 製 塩 土 器 の 地 域 性 」  

河 西 学 （ 帝 京 大 学 文 化 財 研 究 所 ）  

1 4： 2 0  発 表 6  「 微 小 巻 貝 か ら み た 製 塩 」  

黒 住 耐 二 (千 葉 県 立 中 央 博 物 館 )  

1 5： 0 0  休 憩   

1 5： 1 0  発 表 7  「 製 塩 研 究 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 」  

阿 部 芳 郎 (明 治 大 学 )  

1 5： 5 0  討 論   全 員  司 会  栗 島 義 明 (埼 玉 県 立 歴 史 博 物 館 )  

1 7： 0 0  閉 会 の あ い さ つ  

 


